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亙．醗究目的

　綾数の運動課題を練習する場合．i騒ごとに課

題を替えるやむ方（ランダム練習；魏＆感。搬碧r掛

磁ce）と，それぞれの課題をまとめて練習する

やり方（ブ曝ック練習1段。磁磁費鍛ot髭e）とが

考えられる。S藝線＆Mo糟3登（欝7§〉は，ラン

ダム練習によって生じる文蘇干渉鰺＆癒暮，i§7§〉

は，練習パフ意一マンスを擁鰹するが保持と転移

に嬉しては促進的に作矯するという現象を鞭告し，

これを文賑干渉効果と呼んだ。それ以降，この環

象は多くの醗究によって確認されてきている

（M鰭撮＆琶講，欝鱒のレヴュー参熱）。

　文賑干渉効果がなせ生じるのかについては．主

として次の二つの観点で議瞬されてきた。一つは，

ランダム練習（高文賑干渉条件）はブ欝ック練習

（抵文賑干渉条件）と違い短簸記憶に複数の課題

を記憶するため，課題簡の蒋鐵の琵較などによる

精綴な椿鞍越遜がなされ，これがよ鯵強露な運動

の記憶を生むという精練乾飯議（鍵曲ora麺。豊

｝｛y｛）o犠es盈；S難ea＆Z墨盤甦y，欝83）である。　も

う一つは，ブロック練習に対してランダム練習は，

麗錘ごとに課題遂行のたあのAc敏搬P醸嚢を作む

痙さなければならず，このことがむしろ運動の記

憶を強懸にするという再購残飯説穣εCO総t澱戯磁

麓y夢。畿esis；L鍵＆Mag童i董，i§83）である。

　文鰍干渉効渠は，極めてパラドキシカルな現象

（L醗＆簾鐙溢，欝83〉であるために，S魏3＆

Mo思鍛（緯7§）の報告以来．この現象をもたら

す原懸に関するこれら』二つの仮議を中庸縛こ，その

飯議の妥当嫉をめぐって実験が進められてきた。

このような事情もあ善管スポーツ捲導場嚢への癒

壌雛iを意纒した醗究が試みられるようになったの

は比較的最近である。ちなみに．実際のスポーツ

スキルの学習において文賑干渉勤果がみられるか

を険試した醗究の大楽1ま欝鱒奪代に入ってからで

ある（e、竃．Bo魏。難，eも譲．，i鱒2；Boyεe＆D縫

嚢εy，i警蟹肇；　8r叙量y，玉997；ぎ＆rrow＆聾護農s｛量董eもt｛｝，

茎§§？；Fr騰濃，就雄．，茎9鱒；GOo喪＆M＆ε澱，

i§総；G懸盤欝藤，8t＆i．，i鱒§；雛i至，就溢，

重瓣4；鷺曲鍵t，et謡．，欝§6；P磁議G銭，eも雄．

i鱒？；鹿矢・坂手，ig§玉；S膿i撫＆亙短v量s，欝§5；

糖isむerぎ，茎継1駈is雑琶＆L愁，鱒重〉。

　ところで，文賑干渉熱果は確かに多くの麟究で

確認されている現象ではあるが，購む実験パラダ

イムを醗継ても麟桀が見られな墾ケースもしばし

ば鞍告されている鰭．g．B灘4y，欝971至）e至費8y，

e奄　a茎、，　i§§3；　亙）e璽　良2y，e宅　＆i．，亙982－a；　Frむ撫：：｝主，

eも屋．，董§鰍掘s灘灘δPie歓s，i§8§1厳密a

a擁？a譲，隠縫；鹿矢，鯵9焦？欝擁藏餓透疑一

。擬登s舘，鰺総w擁ε馳rst鐡嚢Pe重臨y，欝83）。

その原因の一つとして，ランダム練習やブ窪ック

練習がもたらす精報麩理活動と学習者翻の椿報麩

鍵様式との交一猛作羅（A賢l　A瞬箆δεぼ騰流麗磁t

睡総撮。縫。奪C難簸雛磁，欝5衿が麗与している

可能性がある。実際の捲導場面への感矯牲を考え

るにあたっては．単に学習課題を実燦のスポーツ

スキルに叢き換えた嚢究だけでは不一蓄分であり，

学習者縫のさまざまな鑓面の纒人差との交互悸罵

を購らかにしておくことも一方では必要である。

　文賑干渉魏果との交互作醗が生じる懸人差とし

てこれまでに窯として検討されてきたのは，学習

課題に対する習熟痩の違も・である。S翻撫＆R遵一

6重s酸茎鱒3）や｝油酸，et盛．（欝6〉，G膿曲解。墨量，

就魔．（欝§§）あるいは£絶茎Rεyらα｝縫翼ey，i｛馨21

醗§1艶至衰¢y＆W確醸籔，豊§8？；De豊艶y，
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就譲．，緯82善）の一連の醗究では，タイミング

動作を学習課題として文藪干渉効果と被験者の鼓

能習熟度との関係について綾討し，特に｝艶も蟹t，

et濃．や亙）盛貧eyらは，文賑』干渉効築が見られる

のは一定の習熟レベルに達している時であり，習

熟度が低い場合は明経な文脈干渉効果は晃られな

いことを報告している。これらの結果に鰐して彼

らは．技能レベルの低い（経験の浅い）被験者に

とって毎簸練習内容が変秘することは遍嚢負握と

なるため，ランダム練習による効果が現れにくい

のではないかと考えている。また．」継麗＆G餅

草erover（欝9勢は，文賑干渉効果に蝿する年齢の

影響を検討しているが．年少懸ど運i勤スキルの習

熟獲：が｛蟹浅、ということに基づく飯議の検譲iが目的

であむ，翼題意識は技能習熟度の影響に関する醗

究と共遷している。

　文糠干渉効果との交互作欝の有無が検討されて

きたその飽の纒人差としては，情i鞭越蓬蝶式の違

いを挙ζずることができる。Je鎗搬農＆V＆豊里εrr－

i鐙もGer（ig89）　は，衝嚢型・熟癒型の認難スタ

イル（K我g餓＆Ka弩雛，欝隙）との交互作灘に

ついて調べているが，そこでの基本的な仮説は，

次の遍蓼である。一般に熟癒型の人は．徳動型の

人に箆べて必要な楕報を稜極的に集め，それらを

入念に麩遅し，結果に麗するフィードバック椿報

を十分に活駕するといった．よリコント費一ルさ

れた情i鍛雄筆墾を鴛なう特徴がある（Messer，緯76

のレヴュー参照）。」8is盤＆＆V撒憾err玉磁勧er

は，このような精鞭麺理様式は薗定的なものでは

なく，条件によって変死すると考え，その条件の

一つとして文賑干渉効果を問題にしたのである。

破らは，熟癒型の人はもともとこのようなランダ

ム練習がもたらす構報麺理様式で行う繧鶴がある

ので，ランダム練習とブ欝ック練習による学習効

果の差は聡確ではないと予想し，実験によってこ

の飯議め妥当姓を検証している。

　また，S飴脚磁量s，就a墨・（器髄）は，特性不安と

文賑干渉効果との麗係について．次のような飯説

を立て験証を試みている。認知的不安の高い人は，

窪意の1タソースを毒断事や課題とは無縫係の構鞍

2倉競隼至2縁

麺理活動に費やすという特鍛が見られ，このこと

によるパフォーマンスの低下を防ぐ手だてとして，

慶発的に注意を纂申したり認難的方酪を綾絹した

りする霞ys綴磁鐡6C滋vo，緯92）。この仮説

に基づいてS蓋ewo短s，eもa蓬．は，　ランダム練習で

は練習スケジュールそのものが認知的努力を要す

るものであるために，認惣的不安によるネガティ

ブな影響は晃られないであろうと予想している。

破らは，スポーツ種§のコンピュータゲームを学

習課題として文賑干渉効果に関する実験を行い，

認知的不安が文駈干渉熱果に影響していることを

示す結果を得ている。

　このように，学習課題の習熟度だけでなく．認

蟻スタイルや特性不安といった情報麺理様式に縛

る懸人差も文懸干渉効果を左右する重要な纒人差

要馨であ鯵，実藻の運動技術の撫導場面1こ慈濡す

るには，この点に端する翫癒が必要である。ただ

残念ながら，5ε茎s獄＆亀V鐙Merr玉膿痴erの実

験で穣讃した学習課題は，決められた経蕗を追跡

するトラッキング課題であむ，運動課題というよ

りはトラックすべき経蕗の観覧的記憶課題といっ

た方が適燐である。また誌e欝磁童s，e老雄．の実験

課題は．スポーツ種翼を題耕とはしているが，あ

くまでもコンピュータゲームである。飯に課題遂

行の入力灘（知覚的要素〉において実際の運動技

術との共通姓が認められたとしても，患力麟（運

動要素）縁大きく異なっているといわざるをえな

い。したがって，彼らが示した文賑干渉勤果にお

けるA賢の有無は，運動課題の学習事態において

再度検討される必要がある。鷲に衝動型・熟癒璽

の認簿スタイルに麗しては，学習方法との交互礁

購ではないもののテ運動パフォーマンスや運動学

習との単独の醜係については，これまでにもしば

しば縷説されてきた開題であり（e．g．輿鐵，懲％l

Sw鑑簸磯，就鑓．欝86），運勢学習の捲導を考え

る課にはぜひとも考癒すべき纒人差要露である。

そこで，本醗究では，文賑干渉効果と徳勤型・熟

灘型という認隻嚢スタイルとのA↑董の有無を運動課

題の学習において再度験謁する。

　基本的な飯議は次のとおむである。すなわち，
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衝動墾の人は，ランダム練習がもたらす入念な椿

穀鑓理の仕方とは反対の構報麺理様式を持っため，

ランダム練習を強劃することはそのような情鞍鑓

理の仕方の変裏を饗し，結果として学習への鍵進

効桑が顕著であると考えられる。これに対して熟

慮型の場合は，もともと持っている精鞍麺理様式

とランダム練習がもたらす情報越理の仕方とが共

通しているために，ランダム練習を強舗すること

による嬉澱麺還の仕方への影響は少なく，結果と

して学習への促進難果は霧動型の人ほど顕著では

ないと考えられる。これらの仮議を実験によって

綾証することが，本醗究の目的である。

登．方　　法

　‡．被　験　者

　実験の被験者縁，大学生男子鱗名，女子蟹名，

合計娼名である。総名の被験者を選ぶにあた鯵，

大学生男子8？名，女子68名．合計妬暮名に鰐して，

集線董式MFFT（M農も。｝聖譲弩Fε圭類i墨絵r　F馨難r琶s　Test）

を実施した。

　本醗究で耀いた集懸式MFF震ま，嶺燐ら（欝7き）

及び由麟（露襲）が作成した纒販を基に工藤が簾

正したものである。テストは，練習驚2項目とテ

スト絹鶏項目からなむ，各項嚢とも中央に標準韓

激，その縁りに八つの娩較i羅激を醒したものであ

る。6§人収容の教室を灘ぴ，…人置きに痩らせ，

全被験者を数興に分けて実施した。教卓の．雛こ秒

単位で表示するデジタルタイマーをおき，テスト

開始とともにタイマーをスタートさせた。テスト

表嘩　集懸式鱗欝欝による輝建結果の内訳

　　　中央殖の懸％億頼鰻界
　　　　反嬉潜時：簸簿±52．3秒

　　　　誤反落数16±§．尋コ

　　　反感潜時と謀反慈数との癩麗係数
　　　　r凱§．尋79

男　子　　女　　子　　き 金　捧

㎜一　　　　　1
n嚢酬　　2§1　鰺 鰺

霧÷F計｛ 3§

総

全丁8？、　68 玉総

は各自のペースで得わせ，全開終了した時点でタ

イマーの数麺をテスト壌紙に秒単位で記入させた

（総反慈潜時）。覇定にあたっては，総反応繕鋳と

誤反驚1数における中央績の§5鷺信頼き藝界を難いた

（由瞬，欝縫）。蓑欝こ，判定結果の内訳を示した。

なお，反感潜時と誤反応数との閥にはrZ一§．479

と表罫意な負の相碁翫び妻尋られた。　この｛莚は．｛達衆魑

騒式MFFTで簿られている鐘．及び橘綴らの集縷

式MFFTとほぼ懸じであるところがら，今繧の集

瞬式MF賞駐こよって籍動型，熟癒型の鞍験者を判

定できたと考えられる。

　以上の手続きによって籍動型，熟癒型と鵯定さ

れた人の中から，男女それぞれ欝人ずつを無鐸為

に隷鐵し，計総人を実験の被験者とした。

　2．実験課題及び実験装置

　為手を上下に一往復するときの動｛乍パターンを

覚えることが課題である。1擁の動きは．被験者が

保持する移動レバーの縫還を電気変換し，ADボー

靭を介して25鰻zのサンプ1ナングレートでコンピュー

タに入力することによって計離した。被験者に要

求した課題は．実験台上のマットに護かれたレバー

先輪藻分をつまみ，要求される動きのパターン

（ターゲットノぐターン）で．L下にi往復の壷線運

動を幸テうことであるG　ターゲットパターンは，2i

インチのディスプレ・イに，縦軸をレバー先端の｛宣

還．横軸を瞬要詩経とするグラフによって表示し

た（醒肇）。

　三つの異なるターゲットパターンの学習を要求

したが，いずれの動作もi往復運動である点で共

通しており，摂淺）返し地点までの建器離と藤要時間

がそれぞれ異なっている。表2に．それら三つの

ターゲットパターンの各パラメータ（折り返し地

点までの移動馨藪離と所要時懸．及び弓1き返すとき

の断髪暗闘）の麺を示す。

　フィードバック精鞍は，被験者の魏動作動によ

る藤織を，一L記のターゲットパターンにスーノぐ一

インポーズすることにより，麟線のずれとして提

示した。
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パターンC

パターン駐

パターン汽

毯薄　ディスプレーに表承されたターゲットパターン

　3．実験条欝及び手続き

　　鐙　全棒の手続き

　練習試行は，iつのパターンにっき鰺試行，合

i諦48×3凱至4違試行であむシ毎織フィー鉾ノ母ック

情鞭を与えた。パターンの鍵示暗闘．及びフィー

ドバック燐鞍の縫示時羅穣ま，すべて被験者1こ決建

させた。運嚢学習実験では通常，実験コントロー

ルの技法としてこれらの時懸は一定に保つか実験

変数として纏み込むかする。しかし．試行閣のイ

ンターバルにおいて学習者はさまざまな精穀麺理

活動を行ってお警，それらは舞えぱフィードバッ

ク情鞭を観察する時題などを遍して間接的に考察

することができる（碧．菖．B農罫縫農y＆餐ewe莚，鯵8（滲。

認短スタイルの鱗人差と練習スケジュールとの交

互作灘萎こついて分観することを目的とする本実験

においては，これらめ時閣内において行われる嬉

　表2

　　パラメータの一覧

鞭麺鐘活動の違いそのものが醗究対1象である。し

たがって，本実験ではあえてこれら覇〉時穰をコン

ト｛コールすることを避けた。

　練習試鴛終了の2馨寺懸後に，保持テスト及び転

移テストを実旛した。保持テストにおも・て1ま，練

習試行で購いた三つのノぐターン1こつき逢覆1ずつ，

また転移テストにおいては練習とは異なる新たな

三つの動作パターンに僻して，それぞれ4懇ずつ

再生させた。保持テスト，転移テストいずれにお

いても，ランダムな実施顯序で行った。また，試

行ごとのフィードバック精穀は与えなかった。衷

2に，転移テス野の三つの動作パターンのパラメー

タを示した。

　　｛2／　i試行の手続き

　練習第i試行に入る繭に．実験装置と課題，及

び以下に示す全鯵1の手続きと茎試行ごとの手続き

練習難と保持テストにおけるターゲットパターン，及び転移テストに絹いられた萩たな離礁パターンの各

課 題
新噂返し纏点まで1

の駆離（翻 I、織縞麟蒲艫綱
癖霎時幾全鉢
　（盤s8c）

練習矯と｛蒙持テスト

A 2婚

転移テスト g升
2毒了

32童

2慧8

8詑

596

573

桑32 Aレ
8繕　　　1
　　　5

6§2

3娼　1

躍下．
　　　ラ3鍵　1

8鑓 卜

536

98§

董，2鱒

i，逢鍵

88i

i，2鎗

i，嶋§



工藤孝幾1運動学習における文繰干渉麟果と認短スタイルとの穣互鐸醗

について説隣した。この申1こは，実験者によるデ

モンストレーション2試行及び被験者窟身による

課題を理解するための練習2試行が含まれているα

また，練習試行とテスト試鴛奪繋縛テスト伊転移

テスト）のi試行ごとの手続きは，試植後のフィー

ドバック情報を観察するプ欝セスがない点を除き．

全く瞬じである。

　各試重量は，被験者が左手でスタートボタンを押

すことによって開始され，ボタンが揮されると購

時にターゲットパターンがディスプレーに表示さ

れるようにした。被験者慧，ターゲッ卦パターン

を観察した後，ただちに上下i往復の動舞を蕎つ

た。このとき，動かし方を決定するまでは，レバー

をマットにつけたままにしておくように教示した。

嚢侮が終了し，レバーが再びマットに付いた瞬聡

鞍験者の動きのパターンを表す醗線がターゲット

パターンの圭1にスーパーインポーズされた。この

フィードバック縫報を観察した後，被験者が再び

蕊手でスタートボタンを押すことによってフィー

ドノ博ック椿報喜まク婆アーされ、，次の試案テのターゲッ

トノでターンカま握示された。以一と寿まi試行の手続き

である。

　　（31実験要霞

　練習スケジ藷一ル要石として，ランダム練習と

ブロック練習の2条件を設定した。爾条件とも練

習試行数茎蓬蓬試膏，一つのターゲットノぐターンあ

たり銘試行と瞬数であるが，ランダム練習条件の

綾験者は，三つの勢作パターンをi試行ごとにラ

ンダムな纈序で行ったのに端し．ブ礁ック練習条

｛葬の被験者は，客勤暮…ノぐターンごとに羅愚試孝テの練

習を連続して待った。なお，ランダム練習条幹で

は．　瞬一ノぐターンカ｛2震：連続しないよう毒こ，　また

i2試行を董セットとし，セット内では3パターン

が講数ずつになるよう配癒した。また，ブロック

練習条絆では．練習瀬痒鋳巣を相殺するために，

三つのターゲッ卦パターンの練習顯序に麗し盗心

B－c，B－c－A，c－A－Bの3種類のサブ条轄

を設定し，綾験者をそれらに瞬歎ずつ割り当てた。

認矯スタイル要遜として，先の方法によって鵯定

された徳勤型鱗名，熱意型欝名の2欝を編成し，

ランダム練習条件とブロック練習条件にそれぞれ

属歎ずつ無御為1こ割り当て，雌群を編成した。

　尋．灘　　　度

　練習及びテストパフォーマンスの鮨標としては，

トラッキング課題などのパフォーマンス灘獲：とし

て最も頻繁に繕いられる盈MS蟹rooも猴e縫興隆

＆rεe欝τ）を隙焼（S魏＆，et滋．，生鮮3）。この

場合の貧MS翼とは，　ターゲットノでターンと再生パ

ターンに露まれた領蟻の面積，すなわち逸脱した

薩積に穣当するものである。単鍾は．ディスプレ

イの解像度を示すドットとした（今罎硲実験で購

いたディスプレイは違奪毒X6鱒ドットの解嫁護であ

る）。

　また，練習申の被験者の椿報麺理活動を表す捲

療として．ターゲット提示から動作雛始までの時

瞬をプランニング鋳懸，フィードバック構鞍が提

示されてから次の試鴛の手続きに移得するまでの

時間をフィードバック難理時㌶と仮定して（工藤，

緯蟹，欝§2）分析の対象とした。

　獄圭の食MS鑑プランニング時聡フィードバッ

ク蔓垂纓馨寺欝翼ま，三つの課題の健茎を込みにし，i2試

行をiセットとしてその平均鑓を各セットの代表

鯵とした。

璽．結　　　果

　葉．舜継S壼に絶する分極：給桑

　霞2は，雀羅の練習難とテスト鱗の嚢M鐙を示

したものである。練習甥の結果に嬉してスケジュー

ル｛舞×認知スタイル｛欝×セット護聾の3要轡分数分

飯（r鯉濃紐贈麟rdort魏茎ast盤。獄）を

行った結果，全ての主効果及びスケジュールとセッ

トの交互御講が糞意であった（スケジュールl　F

（壷，蓬4）算賀羅、26，，夢＜．〔護　認楽舞スタイノレ：F縫，蓬塁）

＝欝．盤，β＜．｛慧　セットニ登（聾，逢継）瓢3盈33，

夢＜．磁　スケジュール×セット：F（縫，磐嘆）窯3．逢2，

夢＜．縫）。スケジュール要獲の主効桀については，

ランダム練習条絆の練習パフ煮一マンスの方がブ

ロック練習よりも劣るという結果であった。認知

スタイル要馨の主妙薬については，籔動型の方が
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熟癒型よむ練習パフォーマンスが劣るという結果

であった。スケジュール要石とセット要霞との交

互作講が有意であったので，下縫の後足と多重箆

較を行ったところ，ブ騨ック練習条鐸に箆べてラ

ンダム練習条件の方が特に麟半において練習パフ孝一

マンスが急激に講上するということを示す内容で

あった。

　次に，保持テストの結果に嬉して，スケジュー

ル（漆×認知スタイノ擁袋の2要遜分数分梅を待った

ところ，全ての主動果と交互作絹が有意であった

（スケジュール：F（i，襲）瓢6．蕊，夢＜．§5　認知ス

タイル：取重，襲）二賛．68，嚢＜．醗　交互馨灘：F

G，襲）瓢6．38，夢＜．紡）。交互鐸講が有意であった

ので．下位検定を行ったところ，衡i勤蕃において

はランダム練習条件のほうがブ窟ック練習条件よ

り優れている伊（i，襲）＝鴛．83，嚢＜．醗〉という

結果であったが，熟癒灘にお継てはスケジュール

条件の違いによる差は発られなかった紹（i，義4）m

O．§§，齢）。

　購様に，転移テストの結果に薄して，スケジュー

ル／21×認簿スタイル／2／の2要露分激分析を唇つた

ところ，全ての主麟果と交互艀縮が有意であった

（スケジュール：F（董，4蓬）鷲i3．5さ，茎｝＜．毅　認知

スタイル：F（茎，襲〉＝5．83，登＜．蕊　交互作絹：F

G，艇）一猛．鰺，夢＜．磯）。交互修曙が有意であっ

たので．下位検定を行ったところ，衝動群にお継

てはランダム練習条件のほうがブaック練習条絆

より優れている伊懸，嚢）エ24．鑓，夢＜．磯）とい

う結果であったが，熟慮欝においてはスケジュー

ル条件の違いによる差は見られなかった（F（i，44〉瓢

§．認，資s〉。

　2．プランニング鋳麗，及びフィー騨バック麺

　　理鋳麗1こ麗する分析結果

　騒3は，　逢舞の練習簸におけるプランニング蒔

闘の変化を尽したものである。これらに薄して，

スケジュール（欝X認知スタイル／21×セット（麟の3

要溝分数分析（r鐙e＆te6盤e＆鎌re£or　t癌i＆st

飴綬碇〉を行ったところ．全ての主効梁及びスケ

ジュール要鍍とセット要暴の交互舞霧が奮意であっ

た（スケジュール：F（i，嚢）叢濃．§導，夢＜．懸　認

鷺スタイノレ：F（i，44）＝6．逢i，夢＜．蟹3　セット：F

（登，48鐘）＝37．37，嚢＜．艇　スケジュール×セット：

F（餐，逢縫）業i、鱒，倉＜．§5〉。スケジュール要因の

窯嬉果については，ランダム練習条件の方がブロッ

ク練習よ鞍も暗闘が長いという結果であった。認

知スタイル要轡の主効果については．熟癒型の方

が衝動型よリプランニング時懸が長いという結果

であった。スケジュール要霞とセット要露との交

互鐸耀が有意であったので，F位の縷建と多重琵
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較を行ったところ，ランダム練習条件では徐々に

暗闘が短縮するのに嬉し，ブロック練習条件では

iセット馨から2セット目にかけて繍がみられ，

それ以降はほぼ一定となることを示す内容であっ

たG

　醒4は．練習難におけるフィードバック麩理時

懇の変姥を示したものである。これらに麟して．

スケジュール⑦×認矯スタイ麟2採セット（i2：被

験者内）の3要馨分散分析（r鐙綴te6盤膿鎌re

∫鍵t魏玉総も懸£船r）を得ったところ，全ての

烹効果及びスケジュールとセットの交互作灘が有

意であった（スケジュール：F（董，鱗〉＝8．8§，夢＜

、｛縫　認知スタイノシ：F（i，蓬蓬）・＝蟹｝．5§，茎）＜．｛護　セッ
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ル要露の土熱果については，ブ9ック練習条件の

方がランダム練習条件よりも鋳闇が長いという，

プランニング時縷とはちょうど達1の結果であった。

。
塁
疲
）
鞍
蟹
羅
譲
縦
帆
・
㍗
主
旨
や
暮

露総

総総

茎4騰

重21擁

筋播

、

“懸、

蝉容

、

十ランダム練弩錘1糞垂璽1
十ランダム練馨、無縫璽
＿登＿ブ實ック練習籍勇墾
．・ 凵cブロック練習熟縷型

置轟轟’

窃｛濾

壊総

2§毒

駐・唇・磁．
　　　　　　■懸一㌫‘｛葺・・憾．召一握

、蕊一　鼎．

　玉　　2　　3　　4　　5　　§

蓉

、　．　　一‘　量響　“．去一

書　　§　　欝　　難　　三2

セツ

醒尋　練習類の駿セットにおける4講iのフィードバック麺遅蒔懸の平均
　　（練習難の忽せット，及び保持テストと藪移テストは黒っの課題それぞ蕊4試響を込みにした珍試膏よ蔭なる。）



8 福島大掌教蕎学灘譲葉第箆号

これに蝿して，認知スタイル要纒の主効果につい

ては，プランニング時懸と講様に熟癒型の方が籍

蠹毒型よりフィードノ｛ック時雛董が長いという結果で

あった。スケジュール要霞とセット要馨との交互

鐸璽が有意であったので，下位の撲建と多重髭較

を得ったところ，ランダム練習条件では練習中盤

にかけて徐々に時懸が矯締するのに薄し，ブロッ

ク練習条件ではiセット醤から縷セット目紅かけ

て短縮がみられ，それ以降はほぼ一定となること

を示す内容であった。

欝、考　　　察

　重．練習難の結果に録する考察

　はじめに，練習難に隣する分析結果について考

察する。まず．練習によってR擬総の海上が見

られたことから，以後の考察を行う繭鍵条緋が満

たされたといえる。次に，貧MS建においてスケ

ジュール要露の空効果（ブ臓ック練習よりもラン

ダム練習の練習パフォーマンスの方が劣る）と，

認知スタイルの主効果（衝動群の練習パフ津一マ

ンスの方が熟癒欝よりも劣る〉は春意であったが，

これらの要露間の交互作穰は発られなかった。

　このうち，ブ礁ック練習よ鯵もランダム練習の

練習パフ歯一マンスの方が劣るという結果は，健

来の文繰干渉効果を調べた実験結果と講じであ鯵，

認難スタイルを込みにした被験者全体としては練

習纈序のランダム化による文騰渉によってパフォー

マンスが抵下したことを示している。また．認知

スタイルによる運動課題の練習パフォーマンスの

違いについては，これまでにもいくつかの磯究で

分析されており，徳動欝のパフ孝一マンスの低さ

を鞭告しているものと（塾rOW簸，硫滋．，茎｛嬢執

Lεe，et謡．，亜騰？1奥欝，露髄）．差が晃られな

いとするもの（S厩撒騰，et雄．，姶86〉とがあ

る。衝動羅の練習パフォーマンスの方が熟窟欝よ

りも劣るという今擁の結果は，蔑者と共通するも

のであった。

　動鐸遂行にかかわる構報越理時購に麗しては．

ランダム条件の方がブ・ック条鶴より長くなるだ

ろうと予想したが，プランニング時間では予想通

2§鋸奪i2趨

りの結果が簿られたのに交響し，　フィードノ寸ック麩

理暗闘では予想とは逆の結果が簿られた。フィー

ドバック麺遺時霞で逮の結果が得られたのは，次

のような樫浅によるものと考えられる。

　次に行う動作が事羨にわかっていないランダム

練習では．フィードバック欝鞍はそ窪）試行に麟し

てのみ瀦編されるが．事譲にやるべきことがわかっ

ているプ欝ック練習の場合は，その試行に臠する

情報としての意味の麹に．次の試行の手がか穆と

しての意秣を僕せ持っている。このため，ブ欝ッ

ク練習ではフィードバック越礫時態の方にプラン

ニングのための暗闘も蕊1算される結果となり，ラ

ンダム練習に跳べて時擬が長くなったと考えられ

る。この結果は．精鞍鑓理蒔懸の長さという点で．

文賑干渉効果に関する「フィードバック釈繕仮説1

（Fee（蓑｝＆｛髪　Us｛1雛y峯｝Gt蓋｛きs圭Sl　儀｝琶茎ξ　＆　Sc蓋盤i｛髭，

欝麓）から予想される内容と一致している。この

飯説は，文賑干渉熱果を議隣する新たな考え方の

一つであるGすなわち，今述べたように．ランダ

ム練習ではフィードバック椿報を次む試行のプラ

ンニングに麟離することができないために，フィー

ドバック精報に敏存した練習になってしまうこと

を紡ぐ後：揖を果たすこと1こなむ，　このことがラン

ダム練習の学習を促進している原種であるとする

考え方であむ．フィードバック稀絹に臠するG簸シ

盤駕ε仮説（S畿磁畿，eも雄．，欝欝）に基づく解

釈である。今麟の結果は．この解蟹も文賑ぞ渉麟

果を説隣する妥当な考え方の一つであることを示

唆している。

　プランニング時懸とフィードノぐック蔓監理馨寺闘の

いずれにお継ても，予想した通むの認知スタイル

の■主効果が見られた。プランニング蒔闘に関して

はJel灘＆＆V鍛M鍵r圭ε癒oer鐙実験と，フィー

ドバック麺鍵鋳霞に麗しては中野（茎髄のの実験

と講様の結果であった。また，練習パフ茸一マン

スの結果と合わせると，讐1動群は雷春鞭麺躍に要す

る暗闘が短くパフォーマンスが低いのに対して，

熱雷羅は時霧が長くパフ零一マンスが高いという

結果であった。このこと婁ま，野護MF↑で灘られた

行動パターンが，今懇購いた運嚢課題にも反験す
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ることを示している。

　次に，これら二つの要馨潤の交互伜講について

であるがを仮議に基づけば，練習パフ愛一マンスナ

ある継は情i鞍麺理に要する時限紅練習スケジュー

ルと認短スタイルとの醗には侮らかの交互梶罵が

みられるはずであるGすなわち，スケジュールの

ランダムイ雛こよる影響は，熱意欝に鋤べて徳動欝

の方に顕著に現れるということである。　しかし．

以kに示したようにいずれにおいてもそのような

結果は傷られなかった。このことに蠕しては，二

つの解綬が薄能である。一つは，想定したような

交互伜牽強ま存在しなかったというもの，もう一つ

は交互馨多難まあったが，練習簸におけるこれらの

灘嚢には反験されなかったというものである。こ

の点については，次のテストパフ愛一マンスの結

果とあわせて考察する必要がある。

　2．テスト難の結果に離する考察

　テストパフォーマンスにおいて1ま，二つの主魏

果と交互作編がすべて有意であった。交互作矯の

具体的内容は，徳動欝の被験者では瞬確な文賑干

渉麟桀が見られるのに端し，熟癒欝にお継ては文

賑干渉効果が見られないというものであり，飯議

を支持する海容であった。このように，練習鰯に

おいて交互作矯が発られず，テスト難において交

互作絹が晃られたということは．先1こ述べた二つ

の可能性のうちの後者，すなわち，予想したよう

なスケジュールと認知スタイルとの交互鐸購が生

じていたが，今選繙いた練習試行の三つの灘震：に

その交互伜繕は反駿されなかったことを示してい

ると考えるべきであろう。言い換えれば，衝動欝

にも熟麟にも練習舞難事のランダム化は練習パフ童一

マンスには等しく影響したが，運動の記憶に関る

蟻報越謹プロセスにおいて認知スタイルの違いに

よって異なる影響を及ぼしていたということ，そ

して，今懸聡いたプランニング時懸や稽鞍麺理蒔

題という灘痩は．そのプ欝セスに繋する影響の違

いを反験するものではなかったということである。

　なお．霞M鑓において練習簸紅交互作醗が見

られない1こもかかわらずテスト簸に見られたこと

は．認知スタイルの違いによって運動学習に及ぼ

す文賑干渉の影響が異なることを示す誕鍵である

ともいえる。なぜなら，もし練習パフォーマンス

においてもテストパフ津一マンス購様の交互鐸羅

が見られだとすると，テストパフ意一マンスの交

互作馬は，練欝パフ産一マンスの結果をそのまま

反験しただけであるという解萩も絞む立つからで

ある。しかし，予想さ輪た交互鐸溺が晃られたの

はテストパフ愈一マンスにお継てのみ・だった。こ

のことは，文藪干渉という実験操鐸が，課題遂膏

のためのメカニズムとは懸に，認知スタイルの違

いによって運嚢記憶のメカニズムに異なる影響を

及ぼしたことを示唆している。

　3．会誌釣考察

　さて，テストパフォーマンスにおいて詑茎s瓢a

＆v継鍵e擁毅も。鍵の繕果と瞬様の交互舵灘が

見られたということは，運動学習議題においても

飯議遜むの文賑干渉効果と認簿スタイルとのA震

を確認することができたということである。この

ことは，二つの点で重要な愚妹を持って疑る。

　一つは，文賑干渉幾果に関する還論士の意味で

ある。これまで，文賑干渉鶴栗は，號に遠べたよ

うな精練乾飯議（S襲総＆Z簸琿，欝83〉や再権

威飯議（Lee＆M農錘難，欝83），あるい濾：フィー

ドノぐックi韓鐸妻板i説（W鰻登＆Scむ盤壼｛藍，欝§2）　な

ど，文鎌干渉がもたらす構穀麺理の娃方が運動の

記憶を強化するという立場で主として説贋されて

きている。しかし，これらの解毅と縁幾に，ブ窃ッ

ク練習のスケジュール夢そもそも逆行擁麟によっ

てテスもパフォーマンスを擁麟する構造になって

お鯵，ブ5ック練習に蝿するランダム練習の優盤

性は単にこのことを反硬したに遜ぎないという主

張も根強く存姦している建G沁，欝総；懸盤鍛6

丁墨もzer，婚§3；鎌e騨。擬s，et撮．，婚98）。今遜の

結集は，藩老の立場が想定している学習中の精i鍛

麺理の佳方と，それとは表裏の聡藤江ある認難ス

タイルの纒人差との聞に，予想通むの交互作絹が

見られることを示すものであった。このことは，

前者の立場の解毅が妥当なものであることを強く
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示唆するものである。

　もう一つは，すでに遽べたように運動の捲導に

帰する実鰹的な意殊である。これまで，文駈干渉

魑梁が見られるか否かについては，瞬時に学習す

る課題闘の椿違の内容．すなわちプ窪グラムの種

違かパラメータの権違かという問題や（Leε，e奮

雄．，i鱒2；Woo6鍛6礎盤9，欝綴；w癒鐡δ

Leε，欝§3），課題の園難度（W雛蕊麗蕊鐡4D羅

L響，舞鍵），練習量の違い（雛総，饒ai．，欝鱒〉，

ランダムとブ欝ックの中間型スケジュールの効果

（A罫A盤盤8r農豊δToo鎗，童弱3），あるいは毒彗選重し

たような技能習熟レベルの違いによる影響などに

ついて検討されてきたが，今懸の実験は認知スタ

イルという纒人差も運動学習における文謙干渉懸

果を左右する重要な要霞であることを示している。

運動課題の学習ではないが．中野（欝86）は轡形

分類課題を学習するときのK裂提示条件（自己ペー

スか亨国定か）と衝動型・熟癒型との麗｛系につい

て講べ，熟癒型では条件による学習の差が見られ

ないのに対し，衝嚢型では，薦己ペース条偉下で

じっくりと暗闘を取ることをしないために麗定条

件よりも学習において劣るという結果を報告して

いる。　このよう1こ，認短スタイルは学習のさまざ

まな灘面と密接に関っていることが予想される。

文糠干渉効果という境象ばかりでなく，これまで

に縷説されてきたその縫のさまざまな運動学習法

との交互作矯について験試していく必要がある。

残念ながら，認知スタイルに限らず．運動学習に

おけるA賢に離する霧究は極めて隈られてお蓼，

今醤皺むあげた文賑干渉麟果についての醗究は艶

較的多い方で．飽の学習法についてはほとんど手

がっけられていないというのが境栽である。運甦

学習の醗究成果を実際の幾導場藏に遍罵するため

にも，さらにA饗に関するデータの蓄積が必要

である。
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